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表紙デザイン 倉橋 司 (2008 年大学院終了) 
 
 
名誉教授     竹内 光春 
西村 正雄 




   1 教 授・講座主任   松久保 隆 
   2 教 授    眞木吉信 
   3 客員教授（嘱託）   山中すみへ 
   4  客員准教授       中村昭二 
   5 講 師    須山祐之 
   6 講 師    杉原直樹 
      7 助 教    古賀   寛 
 8 歯科衛生士    今井光枝 
  
9  大学院 1 年      大澤博哉 
  
10  専攻生(10 月で終了)    国島真希子 
11  専攻生    浮谷得子 
 
  12  非常勤講師      橋本雅範 
  13  非常勤講師      長田 斉 
  14  非常勤講師             田邉吉彦 
  15  非常勤講師      鏡 宣昭 
  16  非常勤講師      野村登志夫 
  17  非常勤講師      吉野浩一 
  18  非常勤講師      村松康子 
  19  非常勤講師      櫻井美和 
  20  非常勤講師         小関真理子 
  
  21  非常勤研究補助     潮見恵子 
  22  非常勤研究補助      千田珠水 (2007 年 12 月より) 
  23  非常勤研究補助     福永朗子 (2008 年 6 月まで) 
       







































Ⅱ. 衛生学講座の 2008 年の記録 














21 ～ 23 大澤博也大学院生　大学院セミナー（かずさアカデミア）
27 市川市歯科医師会すこやか口腔健診打ち合わせ会議（松久保、杉原、櫻井、今井、潮見）
6 2 ～ 7 杉原、吉野先生　IADR発表（Toronto, Canada) (写真）
5 千葉県歯科医師会円卓会議（松久保（議長））
7 東京歯科大学学会　発表：古賀








30 ～ 31 日本咀嚼学会　健康咀嚼指導士 研修会主催　(血脇記念ホール）(講義・演習：松久保、櫻井）（写真）
9 19 市川市歯科医師会　今年度第1回すこやか口腔健診開始　（今井、潮見）（9/18，19，25.　10/2，23，29,　11/13,21,　12/4,9 全13回 (写真）
23 FDI総会でFDI POLICY STATEMENTに　松久保・高添共著論文の"Sucrose substitutes and their role in caries prevention"が採用。（写真）
26 ～ 28 日本咀嚼学会総会(早稲田大学）(松久保、浮谷発表）　（写真）
28 ～ 29 Th Fourth Sino-Japanese Conference on Stomatology, Xi'an, CHINA,　古賀発表　（写真）
10 2 ～ 4 第57回日本口腔衛生学会総会（大宮）（須山、古賀、吉野、浮谷　発表）(写真）
24 ～ 26 第3回健康都市連合国際大会(The 3rd Global Coonference of the Alliance for Healthy Cities)　Academic sessetion, Cordinator：松久保　（写真）




6 ～ 8 第7回AAPDシンポジスト（済州島）：眞木
14 ～ 16 第21回日本歯科医学会総会（横浜）　発表：眞木
20 平成20年度　千葉県口腔保健大会　「デンタルヘルスちば21」－生涯の心身の健康を支える食育-シンポジウム　座長：松久保　（写真）
26 足立区保健センター　歯の健康力とは　講演：松久保
27 ～ 1 31st　Annual Scientific Meeting of the Association for Dental Sciences of　the Republic of China、Special Lecture: 松久保（写真）












































1 人間生物学 後期 1 歯なしにならない話 眞木
3 衛生学 前・後期 31
松久保・眞木・山中・須山・橋本・　野
村
3 口腔衛生学 後期 11 松久保・眞木・杉原・鏡・吉野
4 口腔衛生学 前期 10 松久保・眞木・杉原
4 課題講義（PBL健診後の事後措置） 後期 5 松久保・杉原・鏡・櫻井
5 課題講義（PBL患者管理） 前期 6 松久保・杉原






3 コミュニケーション学(衛生学担当） 後期 21 介護施設における実習 櫻井・今井
3 衛生学 後期 24
松久保・眞木・杉原・山中・須山・
古賀・大澤・櫻井・小関
4 口腔衛生学 後期 20
松久保・眞木・杉原・古賀・鏡・
田辺・吉野・小関・村松・櫻井
















1 歯科衛生士概論 前期 1 歯科医療保健に携わる人 眞木
1 栄養指導・生化学 前期 4 山中
1 口腔衛生学 通年 30 眞木・杉原
1 衛生統計学 後期 12 杉原・松久保
1 衛生学 前期 14 山中・杉原
1 う蝕予防処置法 後期 3 眞木
1 健康教育 後期 5 眞木
1 栄養指導学 後期 14 山中
2 老年歯科学 前期 2 眞木
2 障害者歯科学 前期 4 眞木・伴場
3 卒業研究 20 眞木・松久保・杉原・古賀
講義総計 109
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Tomita,Y.(1), Miyake, N.(2), Yamanaka, S. : Lipids in human parotid saliva with regard to caries experience, J Oleo









Yanagi, U., Kawakami, Y., Suyama, Y. and Otsuka, T. : The behabvior of mold spores suspended in indoor air and
an alternative methods for analyzing filters obtained from sampling by filtration, Journal of Asia Architecture and




















































































































































Tomita,Y.(1), Miyake,N.(2), Yamanaka,S. :Lipids in human saliva with regard to caries experience, 98th AOCS
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5
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41(4), 320, 2007. (54thORCA Congress, Denmark)
6
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the infection window : a clinical study of a kit for rapid detection of streptococcus mutans, Caries Res 41(4)，320，
2007．(54th ORCA Congress, Denmark)(1)ジーシー
7
Sugihara, N.、　Maki, Y., Nakazawa,A., Kurokawa,A., Yamada,K., Matsukubo,T.: Relationship between oral tori and





























Yoshino, K., Matsukubo,T.,  Takaesu,Y., : Generational Cohort Analsis of Tooth Loss in Japan,　86th General
Session and Exhibition of IADR, Tronto, 2008
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橋本一浩(1), 須山祐之, 川上裕司(1), 中川 淳(1), 内田明彦(2), 川上 泰(2), 古畑勝則(3) :タバコシバンムシから分離された病原細
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12
梨本正憲(1), 伊東 賢(1), 輿 秀利(1), 津末 臺(1), 須山祐之 :口腔インプラント治療における院内感染対策に関する研究－手術用
空気洗浄ユニットによる空気清浄度の検討, 日口腔インプラント会誌 21(特別号), 159～160, 2008.(日本口腔インプラント学会第
37回総会, 熊本市) (1)総合インプラント研究センター
13
Ukiya, T.(1), Kobayashi, N.(1), Ryuzaki, M.(1), Motegi, E.(2), Imai, M., Sakurai, M., Suyama, Y., Sugihara, N. and
Mastukubo, T. : Relationship between oral condition and general health in scool children in Ichikawa city, 口腔衛会













































Ryuzaki, M. : Oral Health Promotion Program for School Children in Ichikawa Dental Association, 第三回健康都市連
合国際大会　分科会論文集, 256-259, 2008.
27
Koga, H., Sugihara, N. and Matsukubo, T. : Estimation of preventing caries regarding to fluoride remaining after
into uptake dentition with 200, 1000, and 5000 ppm fluoride solutions, The fourth Sino-Japanese Conference on
Stomatology, 第四届中日口腔医学大会, 2008.
28
Koga, H., Ukiya, Y., Kagami, N., Ryuzaki, M., Motegi, E.., Imai, M., Sakurai, M., Suyama, Y., Sugihara, N. and
Matsukub, T. : Relationship between oral condition and general health in school children in Ichikawa city, 第四届中
日口腔医学大会,114-115, 2008.
29
Osawa, H., Imai, M., Sugihara, N., Yoshino, K., Sakurai, M., Kagami, N. and Matsukubo, T. : Relationship between
independent elderly, semi-institutionalized, and completely institutionalized elderly and their oral status in
Tokyo, 大韓口腔保健学会，　170-171, 2008.
30
Sugihara, N., Maki, Y. and Matsukubo, T. : Occurrence of oral tori in Japanese adults, 大韓口腔保健学会，　172-173,
2008.
31
T Ukiya, T., Kobayashi, N., Sakurai, M., Suyama, Y., Sugihara, N., Imai, M., Motegi, E., Ryuzaki, M. and Matsukubo,
T. : Oral Health Promotion Program for School Children in Ichikawa City, Japan　大韓口腔保健学会，　2008












竹内光春先生を偲ぶ会（2 月 28 日に東京ドームホテルオーロラ：6 時より執り行いました。先生のご家族 




IADR 2008.6・2-7 (Canada, Toronto) （杉原、吉野発表) 
延世大学歯科大学学生来室(午前中 English presentation) 
延世大学歯科大学の学生 4 名が本学の各研究室での研 
修を希望し、来日した。本講座では、月曜日に大学院生 
や教室員のために行っている“Technical Discussion & 
Presentation” (native English speaker による研究発表 
と discussion のトレーニング)コースに参加していただ 
いた。 
延世大学大学では進級の条件にわが国の“TOEIC”に類似 
したテストに合格することがあるためか、参加者 4 名と 
もユーモアたっぷりの自己紹介など大変好印象であった。 
下写真は、Self Introduction を行う杉原講師。下写真 
後列中央右が Harri Silvasti 先生、前列 4 名が参加した 
学生 
ポスター会場で隣は Indiana Univ の安藤先生 オンタリオ州議事堂正面(杉原、吉野)
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担当：杉原直樹 毎年 30 名近くの院生が受講する。昨年度から杉原先生にお願いしている。教材も大変良 





千葉県歯科医師会 円卓会議(食育推進) 7/19 











全国歯科大学口腔衛生学教授協議会 8/25 (水道橋校舎血脇記念ホール) 
2008/8/25（月） 
総会 
1. 新会員紹介 　　　　＜名簿＞（別配布) 
2. 平成19年度会計報告と議事録 ＜p. 3-5＞ 
3. 協議











　　　　　　　　　　　　　　 東京歯科大学 岡田眞人 准教授　平田創一郎 講師　 ＜p.21＞ 質疑：　10分 
教育の事例報告-２　学部教育：臨床実習(保健所実習） 発表：　20分
　　　　　　　　　　　　　　 愛知学院大学　加藤一夫 准教授　＜p.22-27＞ 質疑：　10分 
教育の事例報告-３　卒後臨床研修： 発表：　20分










































委員長 九大 山下喜久教授 
今年の 4 月から全国歯科大学口腔衛生学教授協議会 
の会長として第 55 回の協議会を主催した。午前中は 
高野教授の講演、午後は安井、山下教授、さらに 4 名 
の先生から教育の事例について話題提供があった。 
医療倫理 PBL の 
話題提供していた 
だいた岡田先生 
















今年は 2 月 16、17 日(土日)(会場は大阪大学)と 8 月 30、31 日(土日)水道橋校舎血脇記念ホールの 2 回開催した。 
参加者は毎回 100 名弱でその半数は歯科衛生士である。その他栄養士、歯科医師、保健師など多くの職種の人である。 
受講生のほとんどは試験に合格し、日本咀嚼学会の会員登録と健康咀嚼指導士の認定を得ている。現在、認定を受け 
た人は500 名以上である。この講習会のテキストを基本に出版された“咀嚼の本”（口腔保健協会出版）は、在庫が少なく 
なり、現在第 2 版と新たに別の出版物が計画されている。現在は、食育をささえる栄養士へのアプローチが重要である。 































第 3回健康都市連合国際大会 10/23-26 
The 3rd Global Conference of the Alliance for Healthy Cities 
今年 10 月 23-26 日にかけて市川市主催の第 3 回健康都市連合国際大会が開催された。松久保教授は、学 
長推薦で学術委員として学術分科会のプログラム作成とファシリテーターとして参加した。” Considering dietary 








32nd General meeting of the Korean Academy of Dental Health, 10/30－11/3 慶州、韓国 
第 32 回 大韓口腔保健学会総会に松久保、杉原、大澤、浮谷、鏡、櫻井先生が参加した。昨年の口腔衛生学 
会総会には韓国のこの学会員の多くの方々の参加していただいたことや延世大学の Prof. Kwon が本年度のこの 
学会理事長であることもあって、今回も３つの演題(杉原、大澤、浮谷)を発表した。また、ソウルから会場の慶州まで 
KTX(韓国の新幹線)とセマウル号にのって 4 時間以上かかり、若干疲れた。しかしながら、3 題のポスターのうち大 
学院生としてはじめての発表(海外で)した内容が、この学会の最優秀ポスター発表賞を受賞した。 
理事長の Prof. Kwonから表彰状をいただく大澤大学院生 
表彰状 
ポスター賞受賞しご挨拶しているところ 
Dr. Kim Baek IL 家族と夕食後の記念写真
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最終日にはで延世大学予防歯科学講座を訪問し、教室員と研究課題の discussion を 1 時間半行った。ある。こ 
のときに両研究室間での研究の内容を internet 経由の TV 会議システムで discussion することとなり、12 月 18 日に 
行う予定である。 

























Special Lecture  中華牙医学会総会（招待講演）  11/30  2008/12/08 
初めて中華牙医学会に招聘され招待講演を行った。演題は“New trends in oral health condition in 
Japan”で最近のわが国の口腔保健状態の変化や“健康日本 21” 、 “食育” 、 “新健康フロンティア戦略”な 











市川市歯科医師会すこやか口腔健診 2008 年度（今井、潮見） 
（9/18，19，25, 10/2，23，29, 11/13, 21, 12/4, 9 の全 13 回） 
昨年度から開始した市川市歯科医師会のさわやか 
口腔健診が 9 月 18 日から 12 月 9 日まで市川市立の 
10 小学校(4 年生 3 校、5 年生 7 校)、3 中学校の全 13 







延世大学歯科大学 予防歯科学講座との Internet TV Conference 12/18 
今年の11月3日に延世大学を訪問し両講座間で研究について 
discussionを行うことを経過し、12月18日午前中に行った。2つの大 
学間の装置の違いやソフトウエアの違いなどで施行を事前に行っ 
た。今後も2，3ヶ月に1回の割合で行うことになろう。図書館の阿部 
さんにはご苦労をおかけしました。 
当講座からは杉原直樹先生の発表Can treatment by visiting 
dentists improve ADLs for dependent elderly ?  、 
延世大学は大学院生のMin Ji Hyunさんの発表(The addition of 
several calcium phosphates to a sports drink for inhibition of dental 
erosion)であった。毎月に1回行うことになった。
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